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Mpcとは・・・
Mpc（メガパーセク）は、天文学で使う距離の単位です。Mはメガと読み、100万倍を表します。pcはパーセクと読み、1pcは3.26光年です。つまり、1Mpc

は326万光年という途方もない距離で、遠い銀河や宇宙の構造を測る物差しなのです。私たち「みさと天文台」は、Mpcのような大きな視野でがんばって
いきたいという気持ちをこめてネーミングしました。また、Mは「みさと」の頭文字、pcは会報を表すproceedingsの意味も当てはめました。

置される予定です。
　日本の「みさと」、世界の「み
さと」に飛躍する行動をしていき
たいと思います。

　　　　名誉天文台長　佐藤文隆

美里・世界・宇宙

　新年おめでとうございます。

　昨年暮れに、こんなニュースが
天文研究者の間に飛び込んできま
した。私たちの宇宙の将来につい
て１つの方向性が見えてきたとい
うのです。
　宇宙にはビッグバンという始ま
りがあったということについては
大方の科学者が認めているのです
が、その将来についてはこれまで
まったくわかっていませんでし
た。つまりこのまま膨張を続け永
遠に広がり続けるのか、それとも
どこかで収縮に転じてしまうの
か。
　アメリカのローレンス・バーク
レー研究所のパールマター氏たち
とハーバード・スミソニアン天体
物理学センターのガーナビッチ氏
らは、それぞれ宇宙に浮かぶハッ
ブル宇宙望遠鏡を使った超新星の
観測で、宇宙の将来は永遠に広が
り続けるという結果を導きだしま
した。もちろん、これらの少ない
観測結果で結論付けるのは早計で
す。ただ、私たちの科学が宇宙、
つまりこの世の将来を予測するま
でなってきたというのです。2 1 世
紀のそう遅くない時期に宇宙の将
来について、人類共通の認識が得
られるようになるかもしれませ
ん。

　先月、京都では地球の温暖化に
関する国際会議が開かれました。
私たちの地球は、他にも多くの課
題をかかえています。また、視点
を美里町という身近な地域に向け
れば過疎化と高齢化は止まること
なく悪化の一途をたどっていま
す。しかし、こんな時代にこそ、
宇宙的な視野でもう一度地球を、
そして地域を見つめ直してみよう
ではありませんか。
　また、民族間の様々な摩擦に始
まり、学校でのいじめにみられる
ような人間そのもののトラブルも
深刻化しています。しかし、その
一方で、インターネットは国境や
民族、性差を越え人々を結びつけ
ています。この新年早々にもわが
国のインターネット利用者は1000
万人を越えるといわれています。
視点を宇宙に、そして世界中の仲
間たちと手をつなぐことで、地
球、そして地域の将来は決して悲
観的なものではないことに気づく
はずです。

　このような話はよく「地に足の
ついていない話」と批判されるこ
とがあります。確かにどこにも具
体的な話はありません。しかし、
一度足を地面から離すことで見え
てくるアイデアはあるはずです。
天文台にお越しください。そし
て、私たちといっしょに宇宙のこ
と、世界のこと、そして美里のこ
と語り明かしましょう。そんな場
「みさとトーク」を提供すること
が、私の今年の抱負です。
　何もご用意できませんが、夢だ
けはたくさん用意してお待ちして
います。
　　　　　天文台長　尾久土正己

　星を見ることは、科学の知識や
技術とあわせて、自然をより注意
深くみる態度や、考え方を養いま
す。それは美里の豊かな自然のな
かで、自然と人間の深いかかわり
を教えてくれます。みさと天文台
の設備と研究員はそういう面でも
町民のセンターになっていきたい
とおもいます。
　台長の努力で今年は外国からも
仲間がやってきて会議が計画され
ています。また野辺山の電波天文
台から譲り受けた電波望遠鏡も設

新年あいさつ

　新年おめでとうございます。

　昨年は世間でいろいろな不愉快
なことも多々ありました。そんな
中ですが、みさと天文台はがん
ばっています。今年も尾久土台長
はじめ研究員も事務の方も協力し
て世間の憂さを晴らし、町民の皆
さんも参加できる、明るく、元気
な話題をつっくてくれるものと期
待しています。 （私も写真コンテストに刺激されて新

年用の写真に挑戦してみました）



今年一年の星に会える日
紹介します

　　月日　　　　　　天文現象 観望会の主な観望天体

１月３-４日　りゅう座流星群極大
　　９日　　 アルデバラン食
２月20日頃　 金星が明け方東の空に明るく
　　　　　　　見える

３月20日　　 水星が夕方西の空低くに見える
　　21日　　 春分
４月１日　　 アルデバラン食

５月５-６日　みずがめ座η流群極大

６月21日　　 夏至

７月17日頃　 水星が夕方西の空低 くに見える
　　29日　　 みずがめ座δ流星群極大
８月12-13日   ペルセウス座流星群極大
　　22日　　 部分日食
９月６日　　 半影月食
　　23日　　 秋分
10月５日　　 仲秋の名月
　　８-９日　ジャコビニ流星群極大
11月17-18日  しし座流星群極大

12月22日　　 冬至

← 木星 (惑星)
横にしま模様が
あります。

← 土星 (惑星)
大きな輪を持っ
ています。

←
オリオン大星雲
(散光星雲)
星が生まれてい
るところです。

M68　　　　→
 (球状星団)
10万～100万個
の星がぎっしり
集まって見えま
す。

 すばる　　→
(散開星団)
星が宝石のよ
うに散らばっ
て見えます。

　今年の大注目二重丸は11月17-18
日のしし座流星群です。この流星
群は活発になると、１時間に1 0 万
個流星が流れます。今年は活発な
年に当たるので、期待できます。
この日は月がない晩で、流星を見
るにはちょうどよいので、ぜひ夜
空を眺めて下さい。

　観望会のお勧め天体や注目の天
文現象を紹介します。
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（田中英明）

　８月2 2 日には月が太陽を一部隠
す部分日食があります。でも、隠
されるのはほんの１％。ちょびっ
とかじられた太陽を見てみましょ
う。　　　　　

大注目のしし座流星群(11/17-18)

太陽がかじられた？部分日食(8/22)

アンドロメダ→
銀河 (銀河)
2 0 0 0億個の星
が集まっていま
す。

今年もがんばります！
みさと天文台スタッフより

　月日のたつのは早いもので、私
の天文台での勤務も２年半が過ぎ
ました。
　今年も多くの人との出会いを楽
しみに、初心を忘れずいつもさわ
やかな笑顔でお客様と接していき
たいと思います。今年もどうぞよ
ろしくお願いします。（山本雅世）

　旧年中は色々とお世話になりま
した。
　今年は色々と勉強したいと思い
ましたので、何でも教えて下さ
い。ということで、本年もよろし
く。　　　　　　　（森谷克美）

　みさと天文台で勤務しはじめ
て、一年になりました。いろいろ
失敗もありますがこれからも精一
杯頑張りますので、よろしくお願
いします。　　　（新谷浩一郎）

　今思うと天文台がオープンして
からはひたすら彗星との闘いだっ
たように思えます。
　今年は広い目で見た宇宙をみな
さんと楽しめたらな、と思ってい
ます。　　　　　　（坂元　誠）

　がむしゃらにがんばって、運も
あって、ここまでたどり着きまし
た。みなさんありがとうございま
す。さあ、次の一歩はもうがむ
しゃらだけでは踏み出せません。
星もイベントも、素直に、もっと
楽しめる方法を探していきますの
で、ご協力よろしくお願いしま
す！　　　　　　　（豊増伸治）

　天文台も３回目のお正月を迎え
ました。今年も色々なイベント
等、企画しており、がんばりま
す。どうぞよろしくお願いしま
す。　　　　　　（中部屋清子）

　笑えて、楽しい天文教室や観望
会をしたいなと思っています。
個人的な趣味では、ギターがうま
くなりたいな。　　（田中英明）

今月の宇宙人？？ 載せれないくらいたくさん「飛来」しました

セミナーに集まった全国のイン
ターネットの研究者（11/26-28）

美里を歌うシンガーソングライ
ター！空山さん（12/14）

美里のカーペンターズ？息がぴっ
たり大和兄妹（12/14）

美里のチェリッシュ？岡本夫妻。
奥さんの声が可愛いかった(12/14)

えっ？美里にパソコン組立工場？

「明るい美里のパソコン教室」主

催のパソコン組立教室。大阪まで
部品を調達に行きました(12/13-14)



大　　賞 大　　賞 入　　賞 入　　賞 入　　賞

　夕　景
井本　傳治

　　霧の朝
     中前　新一

  夕　景
岡　省三

　夕　照
下浦　教子

　　 聳立つ（そびえたつ）
　　　　    青木　一郎

 夕陽（せきよう）
　   青木　一郎

みさと天文台
    花岡　功

見上げる天文台
　  花岡　功

　  星ふる里
    木村　勝美

   星空の庭
 木村　勝美

　暮　色
西村　欽司

  （無題）
田村　勝彦

　夕映え
 谷田　茂夫

　  望む（のどむ）
　　  谷田　茂夫

　　月の光
     谷田　茂夫

　  天高し
  楠木　茂子

初秋のみさと天文台
　　小田　勍

夕暮れの星の塔
　  小田　勍

みさと天文台
　小田　勍

　あさ・ひ
  池増　慎吾

 バンガローで過ごした朝
           池増　慎吾

「ようこそ、みさと天文台へ」

　　    池増　慎吾

　宙（そら）
   長田　信夫

　 霧の朝
  中前　新一

星の動物園
西村　欽司

 陽のあたる天文台
 花岡　功

希望
岡　省三

夕　照
 岡　省三

　光　景
 井本　傳治

天文台にて
井本　傳治

　　星の動物園
　     下浦　教子

 　 　

　
 　
　

　

（無題）
杉琴　嘉宏

  （無題）
田村　勝彦

  　
夕
照

上
西
　
禎
一

　　　　　残　照
　　　　   青木　一郎

沈む日と天文台
奥田　和一

　秋　日
下浦　教子

　　　　　　

　    雨の日
  尾保手　哲康

（無題）
古居　文子

（無題）
杉琴　嘉宏

　今回は応募期間が短かったにもか
かわらず、素晴らしい作品が数多く
寄せられました。
　惜しくも入選を逃した作品もご覧

第一回　みさと天文台写真コンテスト

Mpc版　作品展
の通り、力作ぞろいです。たくさ
んの応募、ほんとうにありがとう
ございました。次回の企画に乞う
ご期待。　　　　（新谷浩一郎）
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連載  今月の星空

みさと天文台通信

休館　毎週月曜日・毎月第一火曜日
また、年末は25日（木）から休館し
ます。年始は７日（水）から開館し
ます。
開館時間　午前９時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内
　13:30、15:00、16:30 の３回

日時：1月15日（木）午後3時～
場所：月の館
「ロケットを設計しよう！」
昨年は土井隆雄さんが宇宙遊泳をし
たり、NASAが火星に探査機を飛ば
したりしました。ここで欠かせない
のがロケット。
今回はロケットの仕組みを学びなが
ら簡単な設計をしてみたいと思いま
す。
講師：坂元研究員
参加費：無料
申込：電話予約

　ここ2年ほど、携帯電話などの普
及はめざましいものがありまし
た。今年もその加速度は下がらな
いでしょう。私も持っています
が、最近、携帯電話を常に気にし
なければならない生活に疑問を持
ち始め、電話を受けたくないとき
は電源を切って、自分だけの時間
を取り戻すことにしました。
　みなさんも天文台に来たときに
は携帯やポケベルの電源を切って
星空と向き合って見ませんか？
ゆっくりと、しかし確実に流れて
いく時間の贅沢さを感じることが
出来るかもしれませんよ。（M.S）

　新年を迎えても寒さはこれから
が本番。きれいな冬の星座も寒さ
でふるえてまたたいてる？あった
かい格好で遊びに来てください。

第29回天文教室

昼間の施設見学について

観望会の予定（2/1まで）

編集後記

デジタル工房

70セントの夜景？

流れ初め （４日未明）

　24日(土)～25日(日) 和歌山ビッ
グホエールで開催される第10回農
業情報ネットワーク全国大会 in 和
歌山にみさと天文台が出展しま
す。出展内容は農業ではなく、何

農業情報ネットワーク全国大会
にリモート望遠鏡を出展します

回か本誌で紹介したリモート望遠鏡
です。会場からインターネットを
使って、みさと天文台の105cm 反
射望遠鏡を操作しようというもので
す。晴れていれば、会場から
105cm 望遠鏡で見た昼間の星を見
ることができます。
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星の名

天の川

今月上旬２１時頃
　　下旬２０時頃

（デネブ）
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１月の星空

( )

　氷点下の風の吹きすさぶエンパ
イヤーステートビルの展望台で、
大都会ニューヨークの夜景を見て
きました。めちゃくちゃに寒かっ
たのですが、電気の力で街全体が
オレンジ色に輝いていました。そ
の迫力に負けて星はひとつも見え
ないほどでした（よく探すとオリ
オン座がやっと見えていることが
わかりましたが）。
　帰ってきて天文台から谷を見わ
たすと、地上の光はわずかに数
個。１ドルちょっと切るくらいで
しょうか？ でもそのおかげでこの
季節、星空は何百万ドルの、い
え、値段をつけるのも失礼なほど
神々しい輝きです。
　ニューヨークはとにかく元気で
した。みさとの元気はいかがです
か？

　
　今年は日食も月食も、日本からは
いまひとつですが、流れ星には要注
意です！その最初を飾るのがこの
「りゅう座流星群」。しぶんぎ座流
星群と呼ばれることもあります。３
日から４日にかけての深夜、最大１
時間に40個くらい見えます。
　もしかしたら昨年見えたヘール・
ボップ彗星のチリによる流れ星も混
ざっているかもしれません。

見どころたくさん

　日　　　天文現象
４(日)　りゅう座流星群極大、
　　　　ミラ極大
５(月)　小寒、上弦
６(火)　水星が西方最大離角
９(金)　アルデバラン食
13(火)　満月
15(祝)　第29回天文教室
20(火)　大寒
21(水)　下弦、火星と木星が接近
28(水)　新月

アルデバラン食（９日）
　昨年もたびたびあったおうし座一
等星アルデバランが月に隠される現
象ですが、今年も６回ほど見られま
す。今回は潜入が午後９時2 9 分、
出現が午後10時4 9分と観察しやす
い時間です。

ミラの極大（上旬ころ）
　くじら座の変光星ミラが明るく
なって、目でもよく見えます（２等
級台）。この星は２等級から1 1 等
級までの明るさの変化を約1 1 カ月
で繰り返しています。

テンペル・タットル彗星
　今年一番注目のしし座流星群
（前々ページ参照）をもたらすと
される彗星が接近してきます。か
みのけ座付近から、北斗七星、カ
シオペア座、アンドロメダ 座にか
けて北天を横切ります。明るさは
９等級程度ということで、双眼鏡
と少々の慣れが必要です。

　初日の出は午前７時６分です（み
さと天文台から地平線が見えるとし
て、太陽の一部が見え始める時
刻）。

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今
月の説明会は、１月11日（日）午
後２時からです。もし上記説明会へ
の参加が困難な場合は電話でご相談
下さい。

　会場では第１回アジア農業技術学
術会議や農業情報に関するシンポジ
ウムが行われます。また、展示の
ブースでは農業で使うパソコンから
情報技術・インターネットに関する
ものなども多数展示しています。参
加は無料です（一部、有料のものも
あります）。皆様、是非ご来場下さ
い。
日時：１月24日(土)～25日(日)
会場：和歌山ビッグホエール

問い合わせ：
　農業情報ネットワーク大会事務
局
　（JA紀の里
　　担当：蓬台（ほうだい））
　電話：0736-78-2084
　FAX：0736-78-2090
ホームページ：
　http://www.jsai.or.jp/̃wsai/

　観望会の内容は当日の天候、参加

者数になどで臨機応変に変わります
ので、あらかじめご了承下さい。
観望可能日　毎週木・金・土・日・
祝日等の晴れた夜
開始時刻　19:15、20:00、20:45の
３回（途中参加はご遠慮下さい）
参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体
１/８(木)～11(日);土星,月
１/15(木)～18(日);土星,すばる
１/22(木)～25(日);M42,すばる
１/29(木)～2/1(日);M42,すばる

　　　　　　　　　（豊増伸治）


